
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

シェリー

コート

ゴシック

ステーシー

20歳くらい

陥穽

20

煉獄

11
黒い館

料理

隠れ場所

防御系

青い空

花壇

花園

廃墟のような館そこで暮らしていたのかもしれない・・・ご主人様は元気かな？

わたしはご主人様のために毎日料理を作っていた。ああ、おいしく作れていたのかしら

屋根裏部屋か、クローゼットか押し入れか…。あなたはそこに小さな一人だけの世界を作っていた。そこに閉じこもれば、あなただけの世界になる。ここでもそんな隠れ場所が必要だろうか

この少女アンデッドは元は盾型だったようで、【肉の盾】【やぶれひまく】【再生】等のパーツ、スキルがあったことがうかがえる。 記憶のカケラ：【扉越しの声】「…絶対にここを開けては駄目！」「でも、ゾンビやソルジャーが…！」「開けたらなだれ込まれる！死にたいの！？」「お願い！開けて！今ならまだ…！」「駄目、絶対にここを開けちゃ…」扉の内と外で交し合う声はすぐに銃声と唸り声でかき消された。

空は確かに青かった。今見える空はどろりと濁った鉛色だけど。鮮やかな青い、抜けるような空をあなたは知っている。それはかつて当たり前のものだった。もうあの青い空は見ることはできないのだろうか。

あなたは花の世話をする。肥料を水を。虫を取り。きれいな花が咲くように。花が実を結ぶように。 長い時間をかけた作業だったろうけど。記憶の中ではすぐに流れる。あの花壇は今どうなっているのだろう。

満開の花園。あなたは花の冠を作っていたのか、それとも歌いながら散歩でもしていたか。 どこまでも広がる花の中でいた、その時間は間違いなく幸せで。今も時には上の空で、その記憶に浸ってしまう
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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対象が次に使う「アクション」のコストを-1(最低0)する。

エリアにいる全員に転倒

使用済みの「ラピッド」「ジャッジ」「ダメージ」のマニューバを１つ、再使用可能にする

味方のダメージを肩代わりする
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肉弾攻撃１

1

1

他のキャラを移動１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

自身がダメージを与えたときに使用可能　肉弾白兵+2

防御２

自身がダメージを受けたときその相手に肉弾２

たからもの

移動１

移動１
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